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１．無電解Ｎｉメッキ液調整システム(SOLCON)構成図
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      出力が無い場合もあります。
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２．装置の設置

－２－

本体側面

電源

100～220V AC

測定

P1

P2

P3

pH補給

Ni補給

還元剤

ACコード
３VC-3　　100～220V AC

補給

Ｅ　 　 　緑/黄色
　　　　　（接地）

Ｕ　  　　　黒

Ｖ　　　    白

  Ｙ000　　　pH出力

Ｙ001　　　Ni濃度出力　

＋24Ｖ　　　　

Ｅ　　　　　　　　

Ｕ3　　　　　

Ｖ　　　　　

Ｅ　　　　　　　　

Ｕ2　　　　　

Ｖ　　　　　

Ｅ　　　　　　　　

Ｕ1　　　　　

Ｖ　　　　　

廃液配管

吸液配管

     ４φ／6φ
テフロンチューブ

チューブスパイラルによる冷却

冷却水槽

フィルタ

注）ポンプの電圧に合わせてください
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(1) コンパクト設計。 ひとつの容器で効率良くｐH、濃度、温度全てを測定。

(2) タッチパネルの採用で使い易さを重視。ｐＨ計も濃度計も簡単自動校正。

(3) ｐＨ計には高信頼性の横河電機製ｐＨ100を採用。自動温度補償で高精度測定。 

(4) ｐＨセンサ容器は、自動校正やＫｃｌの補給時に便利なワンタッチ取外し設計。 

(5) 濃度計は外乱(外部光)の影響を受けないＬＥＤ変調光による透過度測定。表示は「ｇ／㍑」。  

(6) 各種アラーム設定、異常検知システムで安心自動運転。 

(7) ターン数、Ｎｉ・ｐＨ補給量の表示など、現場に合わせた機能を搭載。

３．コストパフォーマンスに優れた特徴

ＰＨセンサ
(温度計付)

濃度測定部

ｐＨ測定容器

サンプリングポンプ

タッチパネル表示器

操作ＳＷ

ｐＨ計

回転式パトライト

扉開閉ノブ



－４－

４．装置仕様

装置本体寸法 ／ 処理 ／ 重量 490(H)×360(W)×210(D) ／ SUS304 焼付塗装 ／ 14Kg

インテリジェントｐＨ計

HORIBA HP-480 ｐＨ変換器

測定範囲: 0～14.00ｐＨ 精度±0.15pH

温度: 0～100℃でｐＨ値自動温度補償

ｐＨ標準液２液による自動校正

(副)pH調整剤補給ポンプ出力 

　　　　　(３分動作・１分停止の繰返し運転）

液 温 計（ｐＨセンサに内蔵） サンプリング液の温度測定 ( ｐＨ計に表示 )

タッチパネル表示器（カラー）

状態表示画面： 濃度(g／㍑)、ターン数、Ｎｉ補給量、（主）ｐＨ補給量

                      （副）ｐＨ補給量、アラーム表示

各種制御値設定画面

Ｎｉ自動校正画面

ｐＨセンサ
無補給型工業用ｐＨ電極

測定範囲: 0～14.00ｐＨ  電極：ガラス，セラミック，ＦＰＭ

サンプリング液導入チューブ 標準 ： 内径４φ／外径６φ

電源電圧（漏電遮断機） 商用 単相ＡＣ１００Ｖ～２２０Ｖフリー（15A／30mA）

(ポンプ連続運転アラーム)

   設定時間を超えてポンプが稼動を続けた時(pH／Ni共)

(ターン数超過アラーム)

   設定ターン数を超えた時

他に、濃度測定異常アラーム、流量アラームなど

回転式パトライト

各種アラーム出力(リセット機能付)

濃 度 計

測定原理：ｱﾅﾛｸﾞﾌｧｲﾊﾞｾﾝｻによる変調光透過度測定

有効調整範囲 : 3～7.5 g／㍑、Ｎｉ標準液１点入力による自動校正

下限値設定によるNi補給ポンプ出力

データ収集 (オプション) ＣＦカードに保存

ポンプ制御

（制御出力電圧：電源電圧に準ずる）

ｐＨ ／ 濃度： ON／OFF／自動の３段切替え

サンプリング： 自動運転に連動（間欠運転）

接点容量： Ni補給剤/還元剤/主pH調整剤ポンプの

　　　　　　　 　　　　　　　　　　合計電流値　AC100～220V/2A

　　　　　　　 副ｐH調整剤ポンプの電流値 AC100～220V/2A

　　　　　　　注）主pH調整剤ポンプ出力はオプションです。

お問合せ及び仕様の変更や追加についてはご相談ください。

本仕様は2012年11月時点のものです。仕様は改善の為予告無く変更されることがあります。



Ｎ
ｉ

ｐ
Ｈ

ON   
OFF  

AUTO

ON   
OFF  

AUTO

Ｓ Ｏ Ｌ
Ｃ Ｏ Ｎ

Plating Solution 
Controller

PAL
SYSTE

M 
CO.,L

TD 

－５－

ｐＨ、濃度各ポンプの制御切替ＳＷです。「ＡＵＴＯ」で

自動運転に入ります。

ＯＮ／ＯＦＦは手動でポンプの運転を制御します。

本体の扉を開け、中段の左側のブレーカ(漏電遮断器)ON／OFFにより電源のON／OFFを行います。

５．運転の開始と停止

この時、他の部品には手を触れませんようご注意ください。 特に、右側に設置されている光ファイバに

強い外力を加えますと、以後の濃度測定に影響する場合があります。

操作スイッチ

 ＜運転開始時の注意点＞

    ｐＨ計、濃度計などの測定器は、電源投入後の立上りに多少の時間を要します。

    従って、自動運転は電源投入後、５分以上経ってから行って下さい。

ブレーカ



－６－

６．タッチパネル表示器と操作

エラー時のみ表示

(パトライト点灯時)

入力欄を押すと
電卓表示

ｼｽﾃﾑ設定

エラーメッセージ表示行

補給量(L)

pH
M

9999.9

Ｎｉ 9999.9

ＭＴＯ 999.9 999.9

Ni
(g/L) 99.9 99.9

99.9

Ni 設定値

MTO設定値

pH 設定値

Ｓポンプ

サンプリングポンプのON／OFFを行なう釦で、ＯＮで点灯します。

（サンプリングは間欠で行われます）

ｐＨ・濃度の切替ＳＷのいずれかが自動に設定されると、無条件でＯＮとなります。

ｐＨ・濃度両切替ＳＷＯＦＦの時に、手動でON／OFFが可能です。

各ポンプ出力がＯＮになると点灯します。 

(Ｓ)ｐＨポンプ動作中では、１分停止(中断)の状態に入ると点滅します。

ｼｽﾃﾑ設定

補給量(L) 
ＮｉとｐＨの補給量をリットルで表示します。

ターン数(MTO)がリセットされた時点で、補給量も０リセットされます。

Ni(g/L) 釦を押すと、Ｎｉ濃度の自動校正画面に展開します（８頁参照）

ＭＴＯ 釦を押すと、現在ターン数の設定画面に展開します（10頁参照）

運用開始時は先ずこの釦を押して、システムで必要とする計算項目を設定します。

この設定によりシステムが正しく動作します。（次頁参照）

pHＮｉ

入力欄を押すと次の様な電卓が表示されますので、Ｎｉ、ＭＴＯ(ターン数)、ｐＨなどの調整

管理値を設定します。
** 設定値

電卓で数値を入力し「ENTER」釦を押すと設定されます。

電 卓

ENTER

取消しは「ＣＬＲ」釦を押します。

CLR

Ｓポンプ

Ｓ
9999.9



システム設定

－７－

システム設定画面

ターン数割り出しに必要な基準量や、アラーム項目の限度値などを設定します。

初期画面に戻る

１ターンの液量(㍑)をセットしておきます。

以下の入力欄を押した場合は、いずれも数値入力用電卓が表示されます。

入力要領は前ページの設定値入力と同様です。

１ターンの基準量(L)

Ｎｉﾎﾟﾝﾌﾟ吐出量(cc/分)

ポンプ連続運転限(分)

Ｎｉポンプの毎分の吐出量(cc)をセットしておきます。

補給量はポンプの作動時間とこの吐出量から計算します。

（Ａ）

（Ｂ）

ターン数は、１ターンに要する時間(分) ＝（Ａ）／（Ｂ） として、ポンプの作動時間

から割出します。

ｐＨ、Ｎｉ共にポンプがある時間を超えて連続運転を続けた場

合、警報停止する様に限度時間を設定します。

データ取得周期(分)

（M)ｐＨﾎﾟﾝﾌﾟ吐出量(cc/分)
Niに連動するｐＨポンプの毎分の吐出量(cc)をセットしておきます。

補給量はポンプの作動時間とこの吐出量から計算します。

このポンプが接続されていない場合は、０を入力して下さい。

測定・管理データをこの時間毎にメモリに記録します。

（データ収集オプション）

日 時 設 定 システムの日時を設定します。（16頁参照）

終  了日時設定

入力欄を押すと
電卓表示

１ターンの基準量(L)

Ｎｉﾎﾟﾝﾌﾟ吐出量(cc/分)

ポンプ連続運転限(分)

（M)ｐＨﾎﾟﾝﾌﾟ吐出量(cc/分)

データ取得周期(分)

9999

999

999

9999

99

（Ｓ)ｐＨﾎﾟﾝﾌﾟ吐出量(cc/分) 9999

（S)ｐＨﾎﾟﾝﾌﾟ吐出量(cc/分) 単独運転のｐＨポンプの毎分の吐出量(cc)をセットしておきます。



－８－

Ｎｉ濃度自動校正画面

この校正は毎回始業時、または随時実施するようお勧めします。

１）制御切替ＳＷを、ｐＨ・濃度共にＯＦＦにしてサンプリングを停止します。

校正には、実際にサンプリングされているＮｉ溶液を標準液として使用します。

校正開始 取 消

Ni 濃度 自動校正

４）濃度を入力したら、校正開始釦を押します。標準液濃度が空欄の時は校正は行われません。

9.99
標準液濃度を入力し

開始釦を押して下さい

(入力範囲：3～7.5g/L)

校正を中止し、
初期画面に戻ります

（校正手順）

３）初期画面の「Ni(g/L)」釦を押すと、以下のＮｉ濃度自動校正画面が表示されますので、電卓

    により標準液の分析濃度を入力します。

２）サンプリング液を採取し、これを標準液として濃度を手分析しておきます。

以下の校正中タグが表示され、校正終了後は終了表示して初期画面に戻ります。

 校正中！

画面表示時は０となって
います標準液濃度

入力を押すと電卓が表
示されます

 校正終了

ターン数が0.2未満の校正では、光の透過量を
チェックし、標準から外れている場合は次頁の
濃度計調整画面に展開します。

ターン数が0.2以上では、ターン数に応じた濁り度合の計算が行われ、以降の濃度表示に反映されま

す。  ex. 2.5ターンで濁り成分0.5(g/L)の場合、ターン毎調整値＝0.5／2.5＝0.2

光の透過量を再設定したい場合は、あらかじめ濃度計の感

度を小さく絞っておいて下さい。

校正開始により、濃度計調整画面に展開します。

（注）ターン数が0.2未満の時に限ります。
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 右回転：感度大
 左回転：感度小

濃度計の調整

（ 調整手順 ）

１）濃度センサの感度ボリウムを回して測定値を調整し、
    標準値に近い値に設定します。

２）調整が終わった時点で「調整完了」釦を押しますと、
    校正が行われ、初期画面に戻ります。

注）この調整は、自動校正中に以下のメッセージが表示された場合にのみ行います。

以下の手順で濃度計の調整を行って下さい。(濃度調整ボリウムは装置右側面にあります)

測定値

560

標準値

630
右の例では、測定値560を標準値630まで調整。

濃度計を調整して、測定値を
標準値に合わせて下さい

取 消

このメッセージは、校正時に測定値が標準値と大きく異なる場合に表示されます。

測定値

9999

標準値

9999

調整完了
校正を中止し、
初期画面に戻る

手分析濃度における
標準の透過量を表示

現在の透過量を表示
(標準値と同じになる様調整)

ターン数が0.2以下の濁りの影響が無い条件下でのみ表示されます。

濃度計感度



－１０－

ＭＴＯ（ターン数）設定画面

ＭＴＯ設定値で入力された値を、この現在値が上回るとアラームが発生します。

アラームを解除するには、この画面で現在ターン数をＭＴＯ設定値以下(リセットなど)

とする必要があります。

現在ターン数を更新またはリセットする画面です。（ターン数のリセット値は「０」）

現在ターン数を０にリセットすると、Ｎｉ・ｐＨの補給量も０にリセットされます。

初期画面に戻る

初期値は
現在のターン数

終  了

現在ターン数設定

999.9

現在ターン数

電 卓

ENTER

ターン数を０にリセットする

と補給量も ０にリセットさ

れます

入力を押すと電卓が表
示されます



－１１－

７．ＰＨ計の操作

（ＰＨ計の出力設定）

下記のＣｕｒ

２．００に
設定します

設定後、下記操作で測定モードに戻って下さい。



－１２－

（ＰＨ計の自動校正）



－１３－



８．データ収集（ロギングオプション）

ターン数、Ｎｉ濃度、Ｎｉ補給量、ｐＨ、ｐＨ補給量をＣＦカードに記録していきます。

扉を開けると下図の様な配置になっております。

①枠にＣＦカードが入っております。

－１４－

１



９．ＣＦカードの取り出し方

－１５－



＜ データ収集内容 ＞

収集されたデータはＣＳＶファイルで保存されます。

（ＥＸＣＥＬで開けるファイルです。）

ファイル名は　ＦＩＬＥ００００.CSV　の形になります。

0000の数値部分が１ずつ増えていき、９９９９になると０に戻ります。

－１６－

データは、下表の様な形で保存されています。

左から、

　データ数，保存日時，ターン数，Ｎｉ濃度，ｐＨ値，Ｎｉ補給量，ｐＨ補給量

で並んでいます。

ＰＬＣで扱う為、全て整数で表記されています。

実際の値は、Ｎｉ濃度は１／１０，ｐＨ値は１／１００，補給量はどちらも１／１０した値になります。



10．日時設定

プリンタ印字で利用する日時を合せておく為の画面です。

日付を修正するときに押します。 ▲▼釦で年月日を選択し、0～9のキーで数値を入

力、ＥＮＴキーで確定します。
日付

時刻 時刻を修正するときに押します。操作は日付と同様です。

終了 設定を終了し、メイン画面に戻ります。

時刻は２４ｈ表示です。

 【現在時刻】 終了

日付

時刻

２ ０ ０ ４ 年  ６ 月  １ ０ 日

１ ０ 時 １ ５ 分 ４ ７ 秒

5 6 7 8 9 -

▼

▲ CLR

ENT0 1 2 3 4

－１７－



（ アラームメッセージ ）

ｐＨ連続吐出異常

Ｎｉ連続吐出異常

濃度測定異常

ターン数超過

ｐＨポンプが連続運転限を超えて運転され

た場合

（ 発生要因 ） （ 発生時の動作と対応 ）

ポンプ運転停止／パトライト点灯

Ｎｉポンプが連続運転限を超えて運転され

た場合
ポンプ運転停止／パトライト点灯

透過率が異常に高いあるいは低い状態が

続いた時
ポンプ運転停止／パトライト点灯

ターン数が設定値を超えた場合 パトライト点灯のみ

(自動運転の停止で警報解除されます)

(自動運転の停止で警報解除されます)

光ファイバや濃度計の異常などが考え

られます。

(自動運転の停止で警報解除されます)

(現在ターン数をMTO設定値以下とする

 ことで警報解除されます)

流量アラーム サンプリング液の流入が少なくなったと判定

された場合

パトライト点灯のみ

(判定が正常となることで警報は自動解

 除されます)

１１．アラーム処理
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１２．ご使用上の注意点

(1) サンプリング液の導入チューブ長は５ｍを超えないようご注意ください。またチューブの内径も

    本機標準の４φのものをご使用ください。

    ５ｍを超えたり、内径の小さなチューブを使用しますと、サンプリングポンプの負荷が大きくな

    り、測定容器内に十分な溶液が供給できなくなります。

(2) 本機に流入するサンプリング液の温度は、５０度を超えないよう冷却手段をご用意ください。

    また、サンプリング液に異物が混入しない様、フィルタリングもお考えください。

(3) サンプリングポンプは消耗品ですので、連続使用の場合１年以内の保守交換をお勧めします。

    また、ポンプの空運転は避けてください。

(4) Ｋｃｌの補給は定期的(2～3ｶ月)に行なって下さい。また、補給後はｐＨの自動校正も忘れずに

    行なって下さい。この時ｐＨセンサのガラス電極部を破損しないようご注意ください。

(5) ｐＨ測定容器につながっている光ファイバ(黒いワイヤ)は絶対に屈曲させないでください。

(6) ｐＨ測定容器の内面の汚れが目立つ場合は、水とやわらかい布による洗浄を行ってください。

    その際容器内面、特に濃度センサ付近に傷をつけない様ご注意ください。

(7) 長期間ご使用にならない場合は、測定容器に水通しを行ってから水抜きを行ってください。

    同様に冬季の凍結防止にも水抜きは効果的です。

(8) 漏電ブレーカが落ちる場合は非常に危険ですので、原因が分かるまでは本機の電源プラグをコ

    ンセントから抜いておいてください。
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13．消耗品一覧

部品名

ＨＰ－４８０ ＨＯＲＩＢＡｐＨ電極

型式 メーカー

K9084LL　PH4　（溶液）pH標準液　ｐＨ４ 横河

K9084LM　PH7　（溶液）pH標準液　ｐＨ７ 横河

ＷＰ１０００－Ｓ４．８ＣＤ２－Ｗ６－Ｂサンプリングポンプ ウエルコ

ＴF50ＫＳ－Ｅ２Dプリンタ用紙 日本製紙 
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